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１．目的 

 レタス栽培における超軽量紙マルチ‘３１０４’の実用性を検討する。 

２．方法 

1)供試紙製マルチの特性 
超軽量紙マルチ：古紙を 100%使用し、作成された紙にフルート（プリーツ）加工を施した紙製マ
ルチ。幅 150㎝、有孔（直径 8㎝）、60ｇ／㎡（約 5.0㎏／50ｍ巻） 
紙マルチ：（平成 11年指導参考）古紙を 100%使用し、作成された紙にフルート（プリーツ）加工
を施した紙製マルチ。幅 150㎝、有孔（直径 8㎝）、115ｇ／㎡（約 9.2㎏／50ｍ巻）。 
2)試験区 
(1)マルチ資材            作期（１区面積、反復数） 
超軽量紙マルチ   平成 14年 Ⅰ：6月 25日定植（19.2㎡、2反復） 
紙マルチ       ×      Ⅱ：8月 5日定植（24.0㎡、2反復） 
白黒ダブルマルチ  平成 15年 Ⅰ：6月 27日定植（32.0㎡、2反復） 

      Ⅱ：8月 5日定植（19.2㎡、2反復） 
３）耕種概要 
供試品種 作期Ⅰ：みずさわ、作期Ⅱ：カルマーＭＲ（平成 14年）、ユーレイク（平成 15年） 
育苗方法 ヤンマー200穴セルトレイ、ヤンマー育苗土使用 
マルチ施工方法 トラクタ直装式マルチャー使用 
裁植密度 ベッド幅 100㎝（通路 60㎝）、2条千鳥、条間 45㎝×株間 30㎝（416株/a） 
施肥量、施肥方法 1.2、2.4、1.2（N、P2O5、K2O kg/a）、全面全層 

３．結果の概要 

1) 超軽量紙マルチは、紙マルチよりも単位面積当たりの重量が約50％軽量されたことで、製品重量が約4

ｋｇ（50ｍ巻き）軽量化され、大きさも一回り小さくなった。このことによって、資材の運搬、マルチャーへの装

着等の作業性は大きく改善された。 

2)超軽量紙マルチの強度は、従来の紙マルチと同様、十分に高く、紙マルチ同様にトラクタ直装マルチャ

ーの使用が可能であった。また、栽培期間中の崩壊等も実用上問題とはならなかった。平成 15 年作期Ⅱ

では超軽量紙マルチ区において雑草の発生がみられたが、マルチが浮き上がる等の問題はなかった。 

3) 超軽量紙マルチの地温経過が、いずれの作期においても紙マルチと比較して同等からやや高く推移し

ているが、白黒ダブルマルチと比較すると同等からやや低く推移していることから、超軽量紙マルチは、十

分な地温上昇抑制効果を持つと認められた。 

4)土壌水分の推移については、降雨後に紙マルチよりもやや早く土壌が乾燥する傾向がみられたが、栽

培期間を通した土壌水分の変動も紙マルチとほぼ同じ傾向であり、従来の紙マルチと同様の土壌水分特

性であった。 

5)超軽量紙マルチにおける生育速度および生育途中の生育量は、従来の紙マルチと同等であった。全作

期における規格内株率も従来の紙マルチと同等であった。収穫物の球特性もほぼ同等であった。 

 以上より、超軽量紙マルチは、従来の紙マルチと同等の農業特性であり、軽量化したことで作業性が改

善され、実用性は高い。 
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図１ レタス栽培圃場におけるマルチ下の地温の日変化（平成 14年、作期Ⅰ、地表下10㎝で測定） 
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 図２ レタス栽培圃場における土壌水分の推移   図３ 超軽量マルチ区および紙マルチにおける 
（平成 15年、作期Ⅱ、地表下 10㎝で測定）    規格内株率 

 

４．成果の活用面と留意点 

1) 超軽量紙マルチは、レタスの夏秋どり露地栽培に適応し、既存のマルチャーでのマルチングが可能で

ある。 

2)穴あき超軽量紙マルチでは、開孔部の土壌が乾燥したり降雨により緻密になるなど天候の影響を大きく

受けるので、定植直前にマルチングすることが望ましい。 

3)超軽量紙マルチをすき込んだ直後に播種する場合は、発芽障害・発根障害を回避するためにロータリ

ーなどでマルチを十分に破断することが必要である。 

 

５．残された問題とその対応 


